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令和５年度 第３回学校運営協議会評価報告書 

鳥取県立鳥取湖陵高等学校 

学校長 若林 安徳 

評 価 日 令和６年２月１６日（金） 

評 価・提 言 学校の所見・改善策 

１ 重点目標の達成状況について 

〇自立を促すキャリア形成能力を育てる教育の推進 

 …概ね達成 

〇協同の学びで自他を高める教育の推進…十分達成 

〇学びを創造する力を高める教育の推進…概ね達成 

〇業務改善の取組…概ね達成 

 

２ 目標達成のための取組結果について 

○ＩＣＴ活用について 

・ＩＣＴ活用を推進している一方で自宅学習時間が減少

しているが、ＩＣＴ活用により授業の理解力が上がり

自宅学習の必要性が低くなってきているとも考えられ

る。ＩＣＴ活用で良い効果が出ているのではないか。 

・ＩＣＴ活用が推進していくことで、図書の利用率に変 

化はないか。従来の授業形態（メモを取る、人の話を 

聞くなど）の低下はないか。 

 

○地域連携について 

・インフォーマル学習（校外活動）を評価することで進

学・就職のアピールポイントになる。評価システムの

構築が必要ではないか。生徒の良いポテンシャルを引

き出してほしい。 

・生涯学習や地域の学びとして、鳥取湖陵高校の生徒が

できるメニューを情報提供してほしい。味噌や苗植え

などは参加希望者が多く募集定員はすぐ埋まる。地域

の人が求めている。 

・県立高校も地域イベントに参加する生徒がもっと増え

てほしい。地域との関係もよりよくなると思う。 

・農業科の教員が不足している。鳥取大学としても高校

生から将来の教員を育てたいし、高校生も教員を目指

してほしい。鳥取湖陵高校から毎年農学部に進学して

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＩＣＴ活用と学力の相関分析は

していないが、生徒の学習理解

度は基礎力診断テストの結果か

ら推察できる。大学進学の目安

であるＣゾーン圏内の生徒を育

てていきたい。 

・図書館の貸出人数・冊数には大

きな変化はないが、今後の電子

書籍化導入により影響が出てく

るかもしれない。 

・本校の教育的資源（生徒・教職

員・施設設備等）を効果的に活

用し、本校の特色や魅力を地域

へＰＲするとともに、地域の活

性化に貢献できるよう今後も積

極的に地域連携に取り組んでい

く。 

 

 

 

・専門高校で学んだ知識や技術が

県内の教育現場で生かされるよ

う、教育人材育成にも取り組ん



おり、授業で高大連携もしている。生徒に教職への意

識を高めてほしい。 

 

３ 具体目標の達成状況について 

〇自宅学習について 

・自宅学習していない生徒は何をしているのか。鳥大附

属幼稚園で実施した夏のボランティアでは鳥取湖陵高

校の生徒に参加してもらい助かった。生徒の放課後の

過ごし方が課題か。 

・やらされ感でなく、生徒自身がやりたいという意欲を 

つけさせてほしい。何か目的を持って進路目標を立て 

られるよう工夫が必要。 

・小学校でも家庭学習時間が減少している。子どもの体

調や多忙化等で学校の居残り学習が難しい状況にあ

る。学びの姿勢を小学校で根付かせ中高に繋げたい。 

 

〇部活動について 

・部活動は地域に移行していくようだが、高校の部活動

が一層厳しくなるのではないか。 

・中学生は部活動で高校を選ぶ生徒もいる。部活動にな

い個人競技についても学校で協力していく体制が必要

ではないか。個別の部活に対応することで鳥取湖陵高

校に行こうかと考えるかもしれない。 

・中学校では全員の部活動加入を廃止し校外活動も可と

する学校が増えているため、部活動の維持が難しい状

況。中学生は高校を部活動で選ぶ生徒が多い傾向。ニ

ーズのある部活動に重点を置くなど部活動の精選が必

要ではないか。 

・小学校では子どもの体調や生活に合わせ、地域社会で

のスポーツ体験や文化活動に親しむ取り組みが広がっ

ている。 

・生徒は大会出場より（部活動を）やることを楽しむ傾

向にある。競う必要性を感じないのではないか。 

 

４ 目標達成のために取り組んだ具体方策について 

〇広報活動について 

・ＳＮＳの活用を生徒に編集させるなど生徒に関わらせ

てはどうか。もっと活発になるのではないか。 

でいく。 

 

 

 

 

・Chromebookや学習 e ﾎﾟｰﾀﾙ｢ま

なびﾎﾟｹｯﾄ｣等ＩＣＴを活用した

自宅学習の充実を推進してい

く。また、生徒が能動的に取り

組めるような学習教材を各教科

で検討していく。 

 

 

 

 

 

 

・未加入者向けの部活動紹介（年

２回実施）や同窓会からの部活

動援助金、個人競技大会への生

徒・顧問の派遣など、部活動の

活性化に向けて今後も様々な取

り組みを行っていきたい。 

・部活動加入率の低迷、教職員の

多忙化等の課題を解消する上で

も部活動の精選や特色を検討し

ていく。 

 

・大会出場や勝敗にこだわらない

部活動のあり方等についても、

生徒と顧問が一緒に考えていき

たい。 

 

 

 

 

・学校紹介ＤＶＤを今年度更新し

内容をより充実させた。中学校



・学校には地域での活動が可能なメニュー（内容）をお

願いしている。「鳥取湖陵高校の生徒はこういったこ

とができる」とＳＮＳなどで発信してほしい。 

・ＳＮＳなどで卒業生の活躍が見えるよう（ビフォーア 

フター）インタビュー記事を上げてはどうか。 

・学校 YouTubeの運用が難しいようならインスタのみに

するなど、できることをやる方が良いのではないか。

中学生等に伝える手段としてホームページ等は有効。

発信のプラットホームとして大事にしてほしい。 

 

○学校評価アンケートについて 

・保護者対象の学校評価アンケートで「本校の先生は、

わかりやすい授業に努めていると思うか」という設問

があるが、保護者として回答しにくいので見直した方

が良いのではないか。 

 

５ その他 

○定員割れ対策について 

・鳥取湖陵高校は総合選択制ということで、いろいろな

科の学習ができるという利点がある。くくり募集にす

れば志願者が増えるのではないか。 

 

○生徒の状況について 

・鳥取湖陵高校はクラス替えがないことも影響し、人間

関係・人付き合いに疲れている生徒が少なくないので

はないか。生徒は疲れているから部活動や勉強に取り

組みにくいのではないか。 

・高校生は自転車通学時にヘルメット着用のできている

生徒が少ない。危険なので着用をさせてほしい。 

・自己評価表に「クラスの実情に即した人権教育…」と

あるがクラスの実情とは何か。 

 

説明会等で活用したい。 

・中学生等に向けた広報チラシ

（ＱＲコード付）を作成・配布

し、外部から随時アクセスでき

るよう推進していく。 

・ホームページやインスタグラム

など定期的かつタイムリーに更

新作業を行っていきたい。 

 

 

 

・アンケート対象者が回答しやす

いよう設問内容を見直したい。 

 

 

 

 

 

・くくり募集を実施する学校の状

況を参考にしたい。 

 

 

 

・生徒の悩みや困り感等について

は複数のアンケートや面接週

間、教育相談室の活用等で把

握・共有できるよう組織的に取

り組んでおり、今後もより丁寧

に継続してく。 

・自転車通学生へのヘルメット着

用指導については、道路交通法

を含め指導を継続していく。 

・「生徒の多様性に配慮する」と

いう意味合いで記述した。人権

教育や制服など多様性を意識し

た教育活動が求められている。 

 


